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10 月 17 日、当社が食品関連工場設備の増設に伴う配管更新工事を施工した大分県の興人ライフサイエンス㈱佐伯工場に
おいて、竣工式が執り行われました。
当式典には、三菱商事ライフサイエンス㈱の岸本社長や、興人ライフサイエンス㈱佐伯工場の原田工場長をはじめとする、
約 30名の関係者が出席し、当社からは、火力本部の鎌倉本部長が出席しました。神事が執り行われ、同工場のますますの
安定運転を祈願しました。
食品工場での大型配管工事は火力本部初となりましたが、本工事で得られたノウハウを糧に、今後も未経験分野の工事に
積極的に取り組んでまいります。

▲神事の様子▲集合写真(後列左から2番目：鎌倉本部長）

火力本部興人ライフサイエンス㈱佐伯工場の竣工式に出席興人ライフサイエンス㈱佐伯工場の竣工式に出席

10 月 30 日、本店・現業機関の幹部 59 名が参加し、幹部会議を開催
しました。
佐々木社長は、「現在の事業運営が順調に推移しているのは、幹部、社員、
パートナー会社の皆さんのおかげであり、大変感謝している。しかし、
世の中やお客さまニーズが変われば、会社も提供するサービスを変えなけ
ればならない。今のままではやっていけないことを十分認識し、この難題
をともに解決していきたい。また、労働災害・品質不適合・コンプライ
アンス違反は、一度でも起こすと、これまで積み上げてきた成果や社会的
評価があったとしても、その信頼を取り戻すことが難しいことを肝に銘じて
ほしい。」と述べました※。
今回のテーマは「要員不足への対応」として、採用を取り巻く環境の変化や社内の要員状況や各所の良好
事例を共有するとともに、現在の要員で目標を達成するため、本店と現業機関が取り組むべきことについて、
活発な議論が交わされました。
また、会議後半では、若手社員が中心となり自ら考え計画している「創立 70周年記念行事」や、三菱重工
パワーインダストリー㈱主催の同業他社の技術系女性社員を対象に開催された「女性エンジニア交流会」の
参加報告が行われました。若手社員が将来に希望を持って取り組む姿を確認したことで、全社総力戦で会社を
強くしていかなければならないことを再認識しました。
※�幹部会議時の社長挨拶は、イントラネットに掲載されています。是非ご視聴ください。

2023年度 2023年度 第1回 幹部会議を開催第1回 幹部会議を開催 経営企画部

▲女性エンジニア交流会の参加報告▲創立70周年記念行事WGによる取組み内容報告

▲「変化することが重要」と述べる佐々木社長

11 月 14 日、当社が九州電力㈱の委託先として参画している N
ネ ド
EDO 事業

「九州における余剰再生可能エネルギー等のゼロエミッション電源を用いた水素
社会地域モデルの構築に向けた技術開発」において、大型水素燃料電池バス（以下、
FCバス）の運行開始式が九州大学伊都キャンパス（福岡県福岡市西区）にて、
執り行われました。

本実証事業は、九州の豊富なゼロエミッション電源（発電時に二酸化炭素を
排出しない電源）を用いて製造した水素を「地産地消」で利活用する水素
社会地域モデルの構築を目指し、キャンパス構内の水素ステーションの改修
及び FC バスの運行を行うもので、当社は全体統括を行う九州電力㈱からの
業務委託のもと、FC バスの運用に関する実証データの収集及びその他の調整
などを行います。
FCバスは、充填した水素と空気中の酸素を反応させて発生した電気で走り、
走行中に二酸化炭素を排出しない仕組みで、営業運行するのは、九州では初の
試みです。
同 FCバスは 2025 年度末までの運行を予定していて、当面は九州大学伊都
キャンパスと JR 九大学研都市駅間（片道約 6km）を毎日 2往復し、運行状況
に応じて往復回数の変更を検討する予定です。また、燃料として供給する水素は、
キャンパス構内の水素ステーションで製造されます。
本式典には、九州電力㈱の池辺社長に加え、九州大学の石橋総長、福岡県の
服部知事などの関係者が出席し、当社からは藤本副社長が出席しました。

今後も当社は、九州電力㈱と九州大学をはじめ、本実証事業に関係する企業
とともに、産学官
連携で水素の社会
実装を目指し、
2050 年カーボン
ニュートラル実現
に向けた取組みを
展開していきます。

▲テープカットを行う藤本副社長（左から3番目）▲テープカットを行う藤本副社長（左から3番目）
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事業開発本部

▲�バスの後部には当社及び本実証事業に関係する企業の
社名が掲示されています。

▲�藤本副社長と事業開発本部のメンバー▲�藤本副社長と事業開発本部のメンバー
　（水素ステーションの前で記念撮影）　（水素ステーションの前で記念撮影）

▲▲��キャンパス構内の水素ステーションで披露されたFCバスキャンパス構内の水素ステーションで披露されたFCバス

11月 16日、本店 9階多目的ホールにおいて、本店在籍
の部長などを対象に、九州電力㈱の常務執行役員�原子力
発電本部�林田副本部長（以下、林田常務）との対話活動
を実施しました。
本取組みは、九州電力㈱経営トップ層が経営の方向性や
課題などを直接グループ会社社員に語りかけ、意見交換を
行うことで共通認識の形成を図ることを目的としています。
冒頭、林田常務は「皆さんと想いを共有して、日頃感じて
いる率直な考えや意見を聴き取ることをメインに実施して
いきたい」と述べられ、経営を取り巻く環境について説明
があり、参加者は真剣な眼差しで熱心に聴き入っていました。
その後、参加者から、時間外労働の上限規制への対応や
人財確保に向けた取組み、今後の事業展望などについての
質問があり、時間の許す限り活発な意見交換を行いました。
参加者は､ この機会を通して、九電グループの更なる
成長と発展のため課題解決に取り組んでいく決意を新たに
しました。

九州電力㈱経営トップ層との対話を実施 経営企画部

▲熱心に耳を傾ける参加者

▲冒頭で挨拶を述べる林田常務


